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平成２０年度長期国内研究員として，研究に励んで居られた先生は，平成
２０年１２月２１日に敗血症のためご逝去された。この日は，自分にとって，大
事な弓の審査が在ったが，どういう訳か朝から予期せぬ些細な出来事が起
こり，集中出来ずに失敗に終わり，がっかりしながら帰宅したが，渡部先
生の逝去を知り，虫の知らせだったのかと得心した。
先生とは，専修大学の入職時や年齢が近く，先生は教育学，自分は教養
の自然科学と法学部の中では共に傍系で，先生は剣道部の部長で，自分は
弓道部の部長と何かと気が合ったのか教授会の席も隣に座ることが多く，
時にはお互いの研究の話，家族の話題を話し，たまに食事を一緒に取るな
どして親しくさせて頂いた。
昨年の３月の教授会で，国内研究に出られる先生に，「来年度は私が国
内研究員で出ますので，お会い出来るのは２年後ですね，健康に留意して
下さいね。」とお別れのご挨拶をしたのが最後になってしまった。まだ６３
歳と研究半ばでのご逝去は，全く晴天の霹靂，残念の一語に尽きる。
渡部先生は，昭和２０年に福島県でお生まれになり，教育学者になるべく，
東京学芸大学大学院，東京教育大学（現筑波大学）大学院で J．デユーイ
のプログラマテイックな実験主義教育論について社会倫理学を中心に研究
され，特に教育人類学の研究に関心を深められ，博士課程の途中で，米国
のラトガース大学大学院に留学されるなど，極めて熱心な研究生活を過ご
された。
米国留学中に師事された社会学の騎手ピーター・バーガーは，フッサル
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現象学とウエーバー理解社会学をベースとして，バーソニアン・行為モデ
ルをクリテークする立場にいた。帰国後は，バーガーの師であるアルフレ
ッド・シュッツ著作集４巻を十年近くかけて翻訳出版され，日本に現象学
的社会学を導入した業績は高く評価されている。さらに，バーガーの弟子
である R．クラフトに師事するべく専修大学長期在外研究員として，ドイ
ツの社会学のメツカであるピイーレフェルト大学に客員研究員として留学
され，以来，教育学にとって重要な人間の主体性（意識）の問題と，意味
解体された主体性論，現象学的社会学の教育学的応用発展としての研究関
心を子供の価値意識の発生メカニズム，支配－服従関係としての二重拘束
理論，分水嶺的思春期に持ち，今回の長期国内研究では，「現象学的社会
学の教育学への応用的研究」について，子供の自我が，意味ある他者（親，
教師など）との相互行為関係の中で，どのように芽生え，生成して行くの
かについて，自我形成に教育学的な形成の理論がどのように作用するか研
究解明を目指しておられた。また精神病の一つの発生原因としての文化的
要因を，精神病の子供の家族の事例研究によって明らかにしたジュルス・
ヘンリーの邦訳も半ばを過ぎたところで，逝去のために未完に終わった。
今回の長期国内研究員制度で，１年間研究室を空けるので，部屋の片づ
けをしていたら，１９９６年にオーストラリアに長期在外研究員として，単身
で留学した折りの，最初の数ヶ月はホームシックになり，愚痴を書いた手
紙を先生にお送りしたのを，すっかり忘れていて，その時の１０月に頂いた
先生からの手紙が出てきて，当時の衆議院選挙の結果や教授会の話題，特
に学費値上げの話しなどが紹介され，タスマニアに行ってタスマニアデビ
ルはもう見たか…，そして，ホームシックの具体的な改善策等を色々と書
いて下さっていた。今考えると，色々と心配をかけて居たことや，改めて
お世話になっていたことなどを思い出し，もっと元気に長生きしていて欲
しかったな…と思っている。
ここ数年，秋から年末になると，お世話になった方々が亡くなり，気が
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重い季節と同時に，故人を想い出す季節になるようである。
先生の研究の道半ばでのご逝去は，本当に残念であるが，寿命も運命で
仕方がないならと諦めるしかない。先生のご冥福をお祈り致します。
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